
 
 
 
 
 
 

1 年 B 組 学級通信 NO.46 

 ☆命の大切さを学ぶ教室☆ 
 7 月 11 日(金)の 6 限に体育館で命の大切さを学ぶ教室がありました。講

師は＜少年犯罪被害当事者の会＞代表の武るり子さんでした。武るり子さん

は、平成 8 年 3 月に当時 16 歳だった長男を見知らぬ他校の生徒たちから理

不尽な因縁をつけられ、殴る蹴るなどの集団暴行を受け殺害されました。こ

の経験から、少年法の矛盾・不条理さを強く感じ、「悪いことは悪いと言え

る世の中になってほしい。」との思いで「少年犯罪被害当事者の会」を結成

しました。現在、中・高等学校などにおいて、直接生徒たちに自分も他人も

大切に、これ以上子どもたちを被害者にも加害者にもしてはいけないと語りかける「命の大切さを学ぶ教室」の

講師として全国で講演を行うなど、様々な犯罪被害者支援活動を行っています。また、年に一度、尊い命を“命”

として扱ってもらえなかった子どもたちのことを語り合う集い「WILL」を開催しています。 
 武るり子さんの話を聞いて、教室に戻ってから感想を書

いてもらいました。とても良い感想が多く、これからの行

動を見つめ直す良い機会になったと思います。みなさんも

参考にしてみてください。 

 

保護者の方に反抗してしまうけど、話を聞いて普段

の態度を見直す良い機会になりましたね。なぜ怒って

くれるのか、相手の気持ちを考えて行動するようにし

ていきましょう！ 

暴力はいじめにつながります。暴力を受けている人が

いたら、救いの手を差し伸べられる人でいてください。 

人生楽しんで生きていきたいですね！ 


